




要約 アイソトープを使用しないで蛍光でもってガラクトカイネースの活性を精度よく,

測定する方法を検討した。アイソトープ法１）の利点は分解物である galactose1燐酸をイ

オン交換セルロースカラムでgalactose から分別して,測定するので正確な定量が出来る。

従来の蛍光法は共存酵素や共存する他の蛍光反応の防害により,不安定の点があったので

両方の利点を生かすことにより,アイソトープを使用出来ないスクリーニング施設でもガ

ラクトカイネースを測定し欠損症を鑑別することが出来るシステムを開発した。 


